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跳び箱運動における技能向上のための授業の工夫 

－「支持」「逆さ」の局面に注目して四足歩行等の活動をどう取り入れるか－ 
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1. 本稿の課題 

本稿は、「支持」「逆さ」の局面に注目して 4

足歩行等の活動をどう取り入れるかに焦点を

当てて、中学校保健体育科における跳び箱運動

における技能向上のための授業の工夫につい

て報告する。跳び箱運動に向けた動きづくりの

運動は、第42集「体育授業のモデル集 その7」

小学校・高学年（跳び箱運動）（平成 25 年 3 月 

発行）に見られるように、うさぎ跳びに始まり

様々な動きの工夫がされている。その中でも筆

者は、技に関連した易しい動きと開脚跳びに繋

がる運動の動きの一部を参考にし、特に開脚跳

びにおいて必要な要素となる動きを選別し、3

時間の授業（表 2）で、第 2 学年(36 名)の授業

実践を行った。その実践の成果と考察を、事前

質問・事後質問と授業記録によって報告する。 

4足歩行と開脚跳びは次のような関係にある。

第 42 集「体育授業のモデル集その 7」小学校・

高学年（跳び箱運動）（平成 25 年 3 月 発行）

を参考にして述べれば、4 足歩行の運動は頭よ

り腰が高くなるといった点が挙げられている。

そのため、手で体を支え、腕を使い前進すると

いう動きになる。この運動では頭が腰の位置よ

りも低くなるため、前傾姿勢となり重心が前に

いく。その際に重要な点として、自己の体重を

腕で支えるということが大切になる。4 足歩行

の重要な点は開脚跳びにおける着手から第 2

空中局面において共通していると考える。その

ため本研究では、「支持」「逆さ」の局面に注目

して開脚跳びと 4 足歩行等の動きとの関連を

生徒が考え、気づかせるような発問を行い、開

脚跳びに向けた段階的な授業を行った。 

学習指導要領（2017、 p.63）に記載されて

いる器械運動の第 1 学年及び第 2 学年の目標

の中に、その技ができる楽しさや喜びを味わう

ことのできる運動であると記載されている。し

かし、技ができるためには技に向けた段階的な

指導が必要不可欠であるが、その段階的な指導

の際に生徒になぜその動きをさせるかという

理解がなければただやらされるといった指導

となる恐れがある。そのため、技に向けた動き

の関連性を生徒に理解させる必要がある。さら

に、岡橋隆（1994）は「問題の設定に器械運動

の授業では、何を生徒に学習しさせてゆけばよ

いのかということが浮き彫りにされてくる」と

指摘している。この点も課題として今回の授業

づくりに取り組んだ。 

 

2. 指導案の概要と要点 

本単元は表 1 のように全単元の 9 時間によ

る構成である。そのうちはじめの 1-3 時間を私

が担当し、授業実践を行った。またその後にお

ける 4-9 時間はクラス担任が行った。 

本章ではその 3 時間の指導案の概要と要点

を表 1 に示す。 

 

［表 1］本単元 9時間の内容と構成 

1 「オリエンテーション」 

2 跳び箱に慣れるための動きづくり：「支持」

「逆さ」の局面の関連性を 4 足歩行・カエ

ルの足打ち・カエル跳び・3or5 歩ジャンプ

の動きから見つける。 

3 跳び箱に慣れるための動きづくり・開脚跳

び：「支持」「逆さ」の局面の関連性㋐マッ

トの上で前転・㋑カエル跳びから前転・㋒

「カエル跳び」・開脚跳びから見つける。 

4 跳び箱に慣れるための動きづくり・開脚跳

び・台上前転 

5・6 開脚跳び・台上前転・発展技 
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7・8 発表に向けた練習 

9 発表会 

 

 次に、1～3時間（表 1）の授業内容の展開部

分における概要を表 2に提示する。 

 

［表 2］「1～3」時間の指導案の展開部分の概要 

【1 時間目】開脚跳びの中に「支持」「逆さ」を見つけ

る 

 「オリエンテーション」①「学習の約束」 

 「オリエンテーション」②「支持」「逆さ」「回転」

とはどのような動作なのか理解する（教師：開脚

跳び実演）。 

 発問①：開脚とびの中に「逆さ」はどこにあるか。 

 「体つくり運動」：4 足歩行 

 発問②-1：4 足歩行の中に「支持」「逆さ」はそれ

ぞれありますか。 

 発問②-2：日常の動きの中に「支持」はあるか。 

    ：日常の動きの中に「逆さ」はあるか。 

【2 時間目】各種運動(4 足歩行)← 「支持」「逆さ」→

開脚跳びの関連性を見つける 

 開脚跳びにつながる基礎となる動きの学習 

 ㋐「4 足歩行」：4 足歩行のどこに「支持」「逆さ」

が関わっているかを確認しながら行う 

 ㋑「カエルの足打ち」：カエルの足打ちのどこに

「支持」「逆さ」があるか確認しながら行う 

 ㋒「カエル跳び」：かえる跳びのどこに「支持」「逆

さ」が含まれているか確認しながら行う 

 ㋓「3or5 歩ジャンプ」：3or5 歩ジャンプのどこに

「支持」「逆さ」が含まれているか確認しながら行

う 

【3 時間目】授業の流れ及び発問 

 ㋐マットの上で前転：どこに「支持」「逆さ」「回

転」が含まれているか確認しながら行う 

㋑カエル跳びから前転：どこに「支持」「逆さ」「回

転」が含まれているか確認しながら行う 

㋒手押し車から前転どこに「支持」「逆さ」「回転」

が含まれているか確認しながら行う 

 発問①-1：手押し車から前転の中に、「支持」はこ

こにあります。「逆さ」はどこにあるか。 

 発問①-2：手押し車から前転の中には、「支持」「逆

さ」、そして「回転」が入ります。「回転」すると

き、手以外の体のどこが最初にマットにつくか。 

 開脚跳び：4 足歩行などの動きの「支持」「逆さ」

と開脚跳びに含まれている「支持」「逆さ」が関連

しているか確認しながら行う 

 

 以上の授業内容の中で筆者が特に注意を払

ったのは次の点である。まず、生徒に「支持」

「逆さ」についての定義づけを行い、「支持」「逆

さ」とはどの局面かを理解させることに留意し

て授業を行った。次に、生徒が 4足歩行をはじ

めとする類似運動と開脚跳びとの関連性を見

つけ、類似運動のどの部分において「支持」「逆

さ」の局面が現れるかを考え行うことに留意さ

せた。最後に類似運動と開脚跳びにおける「支

持」「逆さ」の動きにおいて、関連性を理解し、

開脚跳びを行わせるということに留意した。 

 

3. 事前質問の内容・結果と考察 

3-1. 事前質問の内容・結果 

 本章では、跳び箱運動を行うにあたり、生徒

の実態を把握するために事前アンケートを実

施した。集計した事前質問の内容と結果は表 2

の通りで、質問 3・4 については結果も記載し

ている。質問 1・2 の結果は表 3 のようになっ

た。これは生徒の回答を筆者が類別したもので

ある。回答の理由については①好き②どちらか

といえば好き及び③どちらかといえば嫌い④

嫌いの2種類に分類して多かった回答を挙げて

いる。（記述内容により重複している部分を含

めている） 

 

［表 3］事前質問の内容と結果（3組：35/36名） 

1 あなたは体育は好きですか？ 

［23 名］①好き 

［10 名］②どちらかといえば好き 

［2 名］ ③どちらかかといえば嫌い 

［0 名］ ④嫌い 

上の回答の理由を教えてください。 

（1）［33 名］（①あるいは②の回答者）の理由 

・［14 名］：体を動かすのが好き。 

・［6 名］：達成感がある 

・［4 名］：特定の単元が好き 
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・［4 名］：気分転換ができるから 

・［3 名］：仲間と協力することが好き 

（2）［2 名］（③の回答者）の理由 

・［1 名］：運動が不得意 

・［1 名］：体育が不得意と思っているため 

2 跳び箱運動は好きですか？ 

［7 名］ ①好き 

［12 名］②どちらかといえば好き 

［12 名］③どちらかかといえば嫌い 

［4 名］ ④嫌い 

3 あなたが跳び箱運動で得意・苦手と感じる理由

を記入してください。 

（1）［17 名］（①あるいは②の回答者）の理由 

・［10 名］：跳ぶことができるから 

・［4 名］：技ができた達成感がある 

・［2 名］：跳ぶ感覚が好きだから 

・［1 名］：他者に褒められた時がうれしいから 

・［1 名］：その他 

（2）［17 名］（③あるいは④の回答者）の理由 

・［11 名］：けがやトラウマ、恐怖 

・［6 名］：できないから 

4 開脚飛びには「支持」「逆さ」の動きが含まれ

ています。それぞれ、開脚飛びのどこに含まれ

ているのか、説してください。 

「支持」 

・［29 名］：腕や手で体を支え跳ぶ 

・［4 名］：わからない 

・［2 名］：ジャンプ時  

「逆さ」 

・［22 名］：わからない 

・［4 名］：足の開き 

・［3 名］：手と足の位置 

・［2 名］：腕や頭の位置 

・［2 名］：踏み切りのとき 

・［2 名］：回答無し 

 

3-2. 事前質問の結果の考察 

ここでは、事前質問の結果（35 名）の質問毎

の考察を行っていく。 

 

（1）質問 1 の内容をまとめると、［23 名］①

好き、［10 名］②どちらかといえば好きと合

計 33名が好きと回答している。また、［2名］

③どちらかかといえば嫌い、［0 名］④嫌いの

という結果になりどちらかといえば嫌いが 2

名となった。 

質問 1 の結果から、体育が好きな生徒の理

由として、体を動かすのが好きや仲間と協力

することが好きと回答している。しかしどち

らかというと嫌いと回答している2名の生徒

に当たっては、運動が不得意であるという理

由で嫌いと回答している。①・②と答えた生

徒は、体育においての身体活動を肯定的にと

らえていることが明らかになった。しかし、

③答えた生徒から推測されたことは、運動が

できないことが一要因として挙げられ、否定

的な意見となったことから、段階的に何かし

らの成功体験を経験させることが肯定的に

体育を捉えることが可能であると推測する。 

 

（2）質問 2 の結果には次の点が示されている。 

［7 名］ ①好き、［12 名］②どちらかといえ
ば好きと合計 19 名の生徒が好きと回答して
いる。［12 名］③どちらかかといえば嫌い、
［4 名］ ④嫌いと合計 16 名の生徒が嫌いと
いう回答をし、約半数近くが嫌いという結果
になった。この結果から体育において体を動
かすことは好きだが、跳び箱運動においては
嫌いと感じている生徒が多いということが
わかり、日常的な動作を行わない運動だから
ではないかと推測することができた。 

 

（3）質問 3 の結果には次の点が示されている。
筆者が類別したものにおいて好きと答えた
生徒の回答では、［10 名］：跳ぶことができる
から、［4 名］：技ができた達成感がある［2

名］：跳ぶ感覚が好きだから［1 名］：他者に
褒められたときがうれしいからという技能
に関する記述や他者との関わりといった記
述が書かれていた。逆に 17 名の内［11 名］：
けがやトラウマ、恐怖や［6 名］：できないか
らという心理面や技能に関する記述が書か
れていた。 

質問3の結果から跳び箱運動に当たっては、
跳ぶことによる達成感が得られるからとい
う回答に対し、恐怖やトラウマによる苦手意
識が課題として挙げられた。このことから跳
び箱運動における、段階的な授業を行い、恐
怖心を少なくさせる取り組みが必要ではな
いかと推測する。 

 

（4）質問 4 の結果には次の点が示されている。
「支持」ではほとんどの生徒が［29 名］：腕
や手で体を支え跳ぶと回答している。残りの
［4 名］：わからない［2 名］：ジャンプ時と
いう少数の生徒が回答した。「逆さ」では［22

－ 220 －



山梨大学教職大学院 令和３年度 教育実践研究報告書 

 

名］：わからないと半数以上の生徒が回答し
た。［4 名］：足の開き［3 名］：手と足の位置
［2 名］：腕や頭の位置［2 名］：踏み切りの
ときという回答になった。［2 名］：回答無し
という結果になった。 

  質問 4 の結果では、「支持」については、

腕や手で支えるという回答が多かったのに

対し、「逆さ」についてはわからないという回

答が多かった。このことから、生徒の意識の

中に開脚跳びにおける「逆さ」が含まれてい

ないということがわかる。 

 

以上のように事前の状況として、体育が好き

な生徒多く、ほとんどの生徒が①・②という回

答であった（質問 1）。また、①・②という回答

をした生徒においては学習指導要領にもある

ように、体を動かす楽しさや心地よさといった

ことを経験していることが回答（質問 1）でわ

かった。しかし、跳び箱運動については半数近

くの生徒が③・④という回答するという結果

（質問 2）になった。理由としては、初等段階

における跳び箱運動からのけがや恐怖心があ

るということやできないという生徒からの記

述も見られた（質問 3）。 

 「開脚跳び」における動きに関する「支持」

では、事前質問の段階においてほとんどの生徒

が動きに対しての共通理解があるという結果

（質問 4）になった。しかし「逆さ」に関した

質問においては、約半数がわからないと回答し

（質問 4）、ほとんどの生徒においても共通の理

解がされていないという結果になった。 

 

4. 授業記録とその考察 

4-1. 1 時間目の発問①（表 4）の授業記録 

本章では、1～3 時間の各発問における生徒

の反応を考察していく。1 時間目の発問①（表

4）における生徒の反応については授業記録を

提示して考察する。その記録は表 4 で、筆者が

特に注目したところには下線を引いている。 

 

［表 4］1 時間目の発問①の授業記録 

―発問からのやり取りー 

T：開脚跳びの中で「逆さ」の局面がありますが、

それを見つけてください。 

T：今からやる技は開脚跳びです 

～実演～ 

C：逆さって何。 

T：では、先ほど聞いた「逆さ」の局面は「これだ

よと思う人」 

C：しーん 

T：なかなか難しいよね。では、班で 1 分話し合い

をどうぞ 

C：1 班：開脚するときの足が逆さ。 

C：2 班：跳ぶこと自体が逆さ。 

C：3 班：突き放しの位置が逆さ。 

C：4 班：手をついて離すまでが逆さ。 

C：5 班：手をつく位置が跳びきるときに逆さにな

る。 

C：６班：跳んだ時に手よりも体が前に行くところ 

T：ヒントは、お尻の位置がどうなっているか。班

ごとにもう一度確認をしながら話し合ってくだ

さい。 

C：もう一度してください。先生もう一度してくだ

さい。 

T：では、もう一度おこなうのでお尻の位置を確認

してください。 

C：ざわざわ… 

T：では 3、4、6 班に発表してもらいます。 

C：3 班：跳んだ時に「お尻のほうが頭より高くな

る。 

C：4 班：跳んだ時に頭よりお尻が高い位置にある。 

C：6 班：同じです。 

―以下省略― 

 

4-2. 授業記録（表 4）の考察 

（1）発問①に関する考察 

授業実践（近藤良太、2020）においての、体

育の授業に関する報告を見ると、授業でどのよ

うな発問を出したのか、それに生徒はどのよう

な反応をしたのかがわかる授業記録がみられ

ない。特に授業においての生徒の反応がどのよ

うであったかの報告がなされていない。そのた

め、本研究の教師と生徒のやり取りとして 1 時

間目の展開部分で行った発問①により、生徒が
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技能向上のために主体的に働きかけを行った

と思われる、授業記録について［表 4］にまと

めた。筆者が特に注目したところには下線を引

いている。 

表 4 についての生徒と教師のやり取りでは、

特に生徒が自主的な行動を起こしたとみられ

た 1 時間目の発問①について述べていく。 

生徒の反応として、「逆さ」という言葉に反応

をしていた様子が見られた。発問①を行った後、

少数の生徒に「逆さ」についての説明をしても

らい、実際に筆者が開脚跳びの実演を行った。

実演後に再度、生徒に「逆さ」の局面について

の問いかけを行った。しかし、この時点では「逆

さ」の局面を見つけることが出来なかった生徒

や、自身のなさそうな生徒が見られた。一度、

班ごとに考えを共有する時間を 1 分間つくり

代表者に発言をしてもらった。生徒の発現から

は様々な発言がされ、「逆さ」とは何かと戸惑っ

ている様子が見られた。この様子から助言とし

て、お尻の位置に着目するよう筆者が働きかけ

を行った。すると、ある生徒から「もう一度行

ってほしい」という発言が見られた。その後、

再度実演を行った。実演後、生徒たちの反応が

変わり、あー、なるほどといった何かを発見し

た様子が授業記録から、見取ることができた。 

これは、『発問①：開脚とびの中に「逆さ」は

どこにありますか』において、初めの段階にお

いて、生徒が知らない情報から、教師の助言：

「頭よりどこが高くなっているか」の問いかけ

をきっかけに、もう一度してほしいといった生

徒の自主的な発言を促すことができた内容で

ある。その生徒の発言をきっかけに、他の生徒

も観察をし、その後の班ごとの確認においても

6 班すべて、同じ回答となり、共通理解がはか

られたと考えられる場面であった。再度全体で

新たな気づきを共有し、生徒自ら理解を深める

ための行動が見られた場面であったと考察す

る。 

 

（2）授業の考察 

次に、表 4 で行った、跳び箱運動の 1 時間目

における発問①を除いた残りの発問に対して

の生徒の様子について述べていく。 

 

（1）発問②-1：4 足歩行の中に「支持」「逆さ」

はそれぞれありますか。の発問では「支持」

についてはほとんどの生徒が挙手をし、数名

に説明をしてもらったが、答えることができ

ていた。しかし、「逆さ」に関しては、挙手し

ている生徒が少数であり、わからないと答え

る生徒がほとんどであった。この生徒の反応

から開脚跳びの「逆さ」と 4 足歩行の「逆さ」

との関係性を見つけられていないこと推測

することができた。 

（2）発問②-2：日常の動きの中に「支持」はあ  

るか。：日常の動きの中に「逆さ」はあるか。 

といった発問においては、雑巾がけをすると 

きや物を拾うとき、靴ひもを縛るときといっ 

た一定の場面に見られる行動についての発 

言がみられた。しかし再度確認をしたところ 

日常生活においてその場面は少ないという 

発言も見られた。 

 

5. 事後質問の内容・結果と考察 

5-1. 事後質問の内容・結果 

 本章では、跳び箱運動を行うにあたり、生徒

の授業後における生徒の変容を把握するため

に事後アンケートを実施し、変容を確認した。 

集計した事後質問の内容と結果は表 5 の通

りで、質問 2・3・4 については結果も記載して

いる。質問 1・2 の結果は表 5 のようになった。

これは生徒の回答を筆者が類別したものであ

る。回答の理由については①好き②どちらかと

いえば好き及び③どちらかといえば嫌い④嫌

いの 2 種類に分類して多かった回答を挙げて

いる。（記述内容により重複している部分を含

めている） 

 

［表 5］事後質問の内容・結果 

1 -1 あなたは体育は好きですか？ 

［17 名］①好き 

［8 名］ ②どちらかといえば好き 

［7 名］ ③どちらかかといえば嫌い 

［3 名］ ④嫌い 
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-2 開脚跳びと 4 足歩行との関係を知ることは

楽しいと思いましたか？ 

［12 名］①好き 

［15 名］②どちらかといえば好き 

［6 名］ ③どちらかかといえば嫌い 

［3 名］ ④嫌い 

2 （2）1 時間目に行った 4 足歩行の動きは、ど

のような点で、開脚跳びと関連していました

か？ 

・［27 名］：「支持」と「逆さ」の動きが関連し

ていた 

・［6 名］：「支持」の動きが関連していた 

・［2 名］：「逆さ」の動きが関連していた 

3 2 時間目に行ったカエル跳びと手押し車の際

に気づいた重要な点を教えてください。 

「ヵエル跳び」 

・［11 名］：「支持」と「逆さ」が動きの中に含

まれている 

・［13 名］：「支持」が動きの中に含まれている 

・［5 名］：「逆さ」が動きの中に含まれている 

・［3 名］： 腕や足の引き込みが含まれている 

・［3 名］： その他  

「手押し車」 

・［13 名］：「支持」と「逆さ」が動きの中に含

まれている 

・［15 名］：「支持」が動きの中に含まれている 

・［2 名］：「逆さ」が動きの中に含まれている 

・［3 名］： 前転の際に台上前転に繋がる動き

が含まれている 

・［2 名］：その他 

4 これまで 3 時間で行った「支持」「逆さ」「回転」

は跳び箱運動のどこに含まれていましたか？ 

「支持」 

・［30 名］：手や腕で体を支えているとき 

・［5 名］：踏み切りから着手時 

「逆さ」 

・［27 名］：手や腕で体を支えているとき  

・［6 名］：跳んだ時の姿勢 

・［1 名］：回転時 

・［1 名］：腰の位置 

「回転」 

・［20 名］：台上前転の動き  

・［8 名］：前転や跳び箱で回転するとき 

・［4 名］：マットや跳び箱につく順番（手→頭

→背中） 

・［1 名］：「逆さ」が起きたとき 

・［1 名］：手の押しのとき 

・［1 名］：回答無し 

 

5-2. 事後質問の結果の考察 

ここでは、事後質問の結果（35 名）の質問毎

の考察を行っていく。 

 

（1）質問 1 の結果には次の点が示されている。

①・②どちらかといえば好きと合計 25 名が

好きと回答している。また、③・④と合計 10

名が嫌いという回答であった。質問 1 の結果

から 1 時間目の授業の際に行った事前質問

より、6 名の生徒が好きと回答したことが明

らかになった。 

 

（2）質問 1-2 の結果には次の点が示されてい

る。①・②と合計で 2７名が好きと回答して

いる。また、③・④嫌いと回答した生徒は合

計で９名が嫌いという回答であった。質問 1-

2 の結果から、ほとんどの生徒が開脚跳びと

4足歩行との関係を知ることは楽しかったと

いうことが明らかになり、開脚跳びに関連す

る 4 足歩行の学習を知ることは楽しいとい

うことが明らかになった。 

 

（3）質問 2 の結果には次の点が示されている。

大きく分けて 3 つの回答にまとめることが

できた。［27 名］：「支持」と「逆さ」の動き

が関連していた。とほとんどの生徒が 4 足歩

行の動きの動きの中にある「支持」と「逆さ」

が開脚跳びに関係しているといった回答を

得ることができた。しかし、［6 名］：「支持」

の動きが関連していたと［2 名］：「逆さ」の

動きが関連していたといった結果から８名

の生徒においては「支持」又は「逆さ」のど

ちらかだけの回答という結果になった。この

ことから、3 時間の授業であっても 4 足歩行

の動きにおいては、開脚跳びとの関係が生徒

の中で見出すことができた動きであるとい

うことが明らかになった。 

 

（4）質問 3 の結果には次の点が示されている。 

「カエル跳び」では、［11 名］：「支持」と「逆

さ」が動きの中に含まれていると 11 名が動

きの中に「支持」と「逆さ」の関係を確認し
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ながら行っていた。また、「支持」「逆さ」が

動きの中に含まれているでは、生徒の考えで

は、どちらか一方の要素を動きの中で関連し

ていたことを理解していた。 

「手押し車」では、13 名が「支持」と「逆 

さ」が動きの中に含まれている。「支持」が動 

きの中に含まれている。もしくは、「逆さ」が 

動きの中に含まれているでは、15名及び2名 

の合計 17 名の生徒が動き中に「支持」と「逆 

さ」のどちらか一方が含まれていると回答し、 

ほぼカエル跳びと同じ結果になった。また、 

台上前転の際に関係する等といった記述を 

した生徒も少数見られた。質問 3 の結果では 

「カエル跳び」と「手押し車」の動きにおい 

て、ほとんどの生徒が「支持」と「逆さ」を 

確認し、少なくとも「支持」もしくは「逆さ」 

の動きのどちらかを確認しながら「カエル跳 

び」と「手押し車」を行っていたことが明ら 

かになり、技に向けての動きの関係を確認し 

て行っていた。 

 

（5）質問 4 の結果には次の点が示されている。 

「支持」では、30 名が手や腕で体を支えて 

いる、5 名が踏み切りから着手時という結果

となった。事前質問と比較し、比較的、生徒

が「支持」について関連性を見つけられた。 

「逆さ」では、27 名が手や腕で体を支えて 

いるとき、6 名が跳んだ時の姿勢、1 名が回 

転時、1 名が腰の位置という結果となった。 

このことから開脚跳びにおいて関係を見つ 

けることができたが「逆さ」の局面を体験で 

きていない。 

「回転」では、20 名が台上前転の動き。8  

名が前転や跳び箱で回転するときに関係し
ている。4 名がマットや跳び箱につく順番（手
→頭→背中）。1 名が「逆さ」が起きたときと
「回転」が技につながることや技の名称、ど
のような流れのことをいうかといった回答
結果となった。このことから生徒は「回転」
と技の関係を思考している。 

以上質問 4 の結果、跳び箱運動における技  

に向けた動きを行い、生徒が「支持」「逆さ」

「回転」の関係性を見つけられていることが、

少なくとも示されている。 

6. 本稿の総括 

 以上本稿では、「支持」「逆さ」の局面に注目

して 4 足歩行等の活動をどう取り入れるかに

焦点を当てて、中学校保健体育科における跳び

箱運動における技能向上のための授業の工夫

について報告してきた。事前事後質問の内容・

結果及び授業記録の考察から、ほとんどの生徒

が 4 足歩行等の動きに含まれる「支持」「逆さ」

と開脚跳びにおける「支持」「逆さ」の関係性を

確認することが出来ていたということが示さ

れた。本授業のねらいとして、「支持」「逆さ」

の局面に注目して 4 足歩行等の動きと開脚跳

びの関係性を生徒に気づかせるような発問を

行い、生徒が開脚跳びに必要な要素を確認させ

ることであった。 

今回の授業において、開脚跳びに向けた動き

では、ほとんどの生徒が 4 足歩行等の動きと開

脚跳びの関係性に気づき、必要な要素を確認で

きていたということが成果として指摘できた

と思われる。また、ほとんどの生徒が開脚跳び

と 4 足歩行等の動きによる関係を知ることは

楽しいという回答をしたため、開脚跳び以外の

技においても同じような結果となるのではな

いかと示唆された。 

授業記録にあたっては、（表 4）で生徒と教師

とのやり取りを示し、発問による生徒の主体的

な行動を促すことができた。発問①の後におこ

なった助言をきっかけに、生徒が主体的に行動

を起こし、その後の気づきにつながることが示

された。このような発問を行うことにより生徒

の授業理解がより深まると思われる。 

以上の取り組みを踏まえて、事前・事後質問

では跳び箱運動における生徒の傾向及び今回

の目的をいくらか達成できたと思われる。跳び

箱運動を含む器械運動では、特にできる・でき

ないがはっきりとする運動であるため、段階的

な指導を行い、生徒にできるやできたという、

自信や達成感を味合わせることがやはり大切

ではないかと考えられる。さらに、生徒にどの

ような関わり方をさせ、授業を充実させるかと

いうことが重要であると考えられた。 
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